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【 １・２月の主な予定 】
１月 ２月

８日(木) 始業式 ４日(水) 学校運営協議会

１３日(火) 給食開始 １３日(金) 諸会費集金日

１４日(水) 生徒教育相談週間(～16) 18日(水) 学年末試験

１5日(木) 緑中交流会 ２4日(火) 村ワークショップ

26日(木) 緑中交流会

※予告なしに避難訓練も行う予定です。 「車椅子バスケ講演会」

宮中皆さんの一文字
毎年年末に、京都清水寺の舞台で発表される今年（2025）の一文字。12月12日に発表されました。一位は

『熊』でした。二位『米』。三位『高』でした。『熊』が一位に選ばれた理由は、「熊」による被害と対策・出没による
生活への不安・猫（パンダ）が中国返還される。ことでした。
そこで、宮ヶ瀬中学校生徒・職員の2026（今）年スタートの一文字を紹介します。
[齋藤瑞季] [校長先生] [教頭先生] [木室先生] [元山先生] [新明先生]

[時川先生] [澁谷先生] [大山先生] [平田先生] [遠藤先生] [木村先生]

締

勉 駆

克

歌

絆 香

卒 進 進

継感

１２月８日（月）に緑中にて「薬物乱用防止教室」が行われ、本校
の生徒も参加しました。今回の講演では、薬物の種類やその危険性に
ついてお話をしていただきました。「薬物」と耳にすると、「違法薬物」
を想像される方が多いかと思います。しかしそれだけではなく、薬局
等で入手可能な医療用の薬物も「薬物」に含まれ、用法・用量を守ら
なければ、危険な薬物になってしまうというお話がありました。また、お話をしてくださった方が
長年支援されている薬物依存者の方のお話を聞くことで、薬物が及ぼす影響について深く考えるこ
とができました。まわりにいる大人を頼りながら、身を守ることが大切だと話されていました。

薬物乱用防止教室

新年のごあいさつ 校 長 手塚 明浩

穏やかに令和８年、202６年がスタートしました。中学校では年が明けるとすぐに受験シーズンに

入ります。本校でも進路決定に向けて緊張する時期となっています。生徒１人の学校生活もあとわず

かとなりました。卒業式の日まで宮中最後となる卒業生が充実した日々を送れるよう、支援していき

たいと思います。さて、年の始まりを迎えましたが、宮ヶ瀬中といたしましては、３月末日の休校の

日までのカウントダウンの始まりでもあります。１９４７年、昭和２２年に宮ヶ瀬村立宮ヶ瀬中学校

として創立し、昭和３１年に煤ヶ谷村との両村合併により清川村立宮ヶ瀬中学校となり、創立から７

９年目を迎えています。これまでに７９９名の卒業生を輩出しています。このように歴史ある本校は

その歩みを止め、３月２５日に休校式を執り行います。寂しいことではありますが、前を向き力強く

前進する、今年の干支「午」のように、皆様におかれましては飛躍の年になるよう願っています。こ

の休校式につきましては、この学校だより「やまびこ」２月号をにて、地域の皆様へお知らせいたし

ます。202６年教職員一同、残された日々を保護者・地域の皆さまとともに歩み、今年一年が穏やか

で良い年になるよう願っています。

１１月２6日（水）、講師の先生をお招きし、絵手紙教室を開催
しました。今年の干支である「午」をモチーフにデザインしまし
た。先生から凜々しい馬と愛らしい馬の描き方を教わり、参加し
たみんなで、個性を筆に込めながら2頭の馬を描き上げました。先
生は宮ヶ瀬中学校を卒業されており、2005年から２０年もの間、
宮ヶ瀬中学校に絵手紙教室や絆プレート製作などで携わってくだ
さいました。生徒は毎年この絵手紙教室を楽しみにしおりこの日
を待ちわびて、指折り数えていました。
この芸術の喜びを今後も自ら紡ぎだしていけることを願います。

道徳「絵手紙」

５月に技術科の授業で植えたサツマイモの苗。水や
りなど日々の手入れに取り組み、大切に育ててきました。
その愛情が実り、１１月２８日（金）４校時には、生徒
と先生が一緒に、大きく育ったサツマイモを収穫する喜
びを味わいました。土の中から立派な芋が顔を出すたび
に、歓声が上がりました。そして１２月１９日（金）、「食

育」の一環として、収穫したサツマイモを味わう焼いも会を開催しました。野焼きを行うため、事
前に消防署へ届け出を出し、安全に配慮して裏庭で実施しました。ホクホクに焼きあがったサツマ
イモを頬張ると、その自然な甘さが口
いっぱいに広がり、秋の豊かな恵みを
五感で満喫しました。自分たちで植え、
育て、収穫したサツマイモだからこそ、
その美味しさは格別です。この活動を
通して、食べ物の大切さを学び、心温
まる思い出深い一日となりました。


